
船舶事故調査報告書 

平成２８年２月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２７年６月５日 １８時３５分ごろ（１件目の事故） 

平成２７年６月５日 １８時３６分ごろ（２件目の事故） 

発生場所 阪神港神戸区ポートアイランド１６号岸壁 

（１件目の事故） 

神戸第６防波堤灯台から真方位１９０°１,６２０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３９.４′ 東経１３５°１４.５′） 

（２件目の事故） 

神戸第６防波堤灯台から真方位１９４°１,４８０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３９.５′ 東経１３５°１４.５′） 

事故の概要 （１件目の事故） 

 コンテナ船VENUS
ヴィーナス

 C
シー

は、出港操船中、また、コンテナ船まやは、岸

壁に係留中、両船が衝突した。 

 VENUS C は、左舷船首部外板に凹損等を生じ、また、まやは、右舷

船尾部外板に凹損等を生じた。 

（２件目の事故） 

 VENUS C は、まやに衝突したのち、惰力で航行中、また、コンテナ

船こうようは、岸壁に係留中、両船が衝突した。 

 VENUS C は、左舷船首部外板に凹損等を生じ、また、こうようは、

右舷側ハンドレールに曲損等を生じた。 

事故調査の経過 平成２７年６月５日、調査を担当する主管調査官（神戸事務所）を指

名 

原因関係者から意見聴取実施済み 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ コンテナ船 VENUS C（リベリア共和国籍）、９,９４９トン 

   ８８１３６０９（ＩＭＯ番号）、XIN HAI HUI SHIPPING 

CORPORATION 

Ｂ コンテナ船 まや、７４９トン 

   １４０８８５、株式会社イコーズ 

Ｃ コンテナ船 こうよう、４９９トン 

   １４０３５０、株式会社イコーズ 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長

（リベリア共和国発給） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に凹損等 

Ｂ 右舷船尾部外板に凹損等 

Ｃ 右舷側ハンドレールに曲損等 



 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ５、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期 

 神戸市には、６月５日１０時１５分に強風注意報が発表され、本事

故時も継続中であった。 

 事故の経過 （１件目の事故） 

 Ａ船は、船長Ａ、三等航海士及び甲板員の３人が在橋し、入り船左

舷着けの状態から離岸し、港外に向け右回頭するために機関を微速力

前進にかけ、右舵一杯としたが、離岸した頃から北東方からの強風を

右舷側に受けるようになってＡ船の北側に着岸していたＢ船に接近

し、Ａ船の左舷船首がＢ船の右舷船尾に衝突した。 

 Ｂ船は、ポートアイランド１６号岸壁南側に左舷着けして荷役を行

っていた。 

（２件目の事故） 

 Ａ船は、Ｂ船と衝突したのち、右回頭できず、機関を停止したもの

の前進行きあしによって惰力で航行していたところ、引き続き強風を

右舷側に受け、Ｂ船の北側岸壁に係留していたＣ船に接近し、Ａ船の

左舷船首がＣ船の右舷船尾に衝突した。 

 Ｃ船は、ポートアイランド１６号岸壁北側に左舷着けしていた。 

分析 （１件目の事故） 

 Ａ船は、離岸したのち、港外に向ける際、強風を右舷側に受けて圧

流されたことから、Ｂ船に接近したものと考えられる。 

（２件目の事故） 

 Ａ船は、Ｂ船と衝突したのち、惰力で航行していたところ、引き続

き強風を右舷側に受けて圧流されたことから、Ｃ船に接近したものと

考えられる。 

原因 （１件目の事故） 

 本事故は、Ａ船が、離岸したのち、強風を右舷側に受けて圧流され

たため、Ｂ船に衝突したことにより発生したものと考えられる。 

（２件目の事故） 

 本事故は、Ａ船が、Ｂ船と衝突したのち、引き続き強風を右舷側に

受けて圧流されたため、Ｃ船に衝突したことにより発生したものと考

えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・強風下の出港操船では、船首尾にタグボートを使用することが望

まれる。 

 


